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1
　初稿『聖アントワーヌの誘惑』の酷評に失望したフローベールは、ほぼ二年間の近東旅行とイタ
リァ滞在を経た後、1851年7月、再びクロワッセに帰省している。セーヌ川た面したこの別荘は、
終生、フローベー一ルの幽棲の地となるのであるが、その年の9月、彼はrボヴァリー夫人』の執筆
に取りかかっている。この時期は、彼の人生の大きな転換期に当たる。すなわち青春と訣別して成
熱に向かう端緒を画す。亦、創作の上で遅筆と苦渋を重ねる作家へと変貌する。
’マリー・ジャンヌ・デュリーは、パリ市立図書館に保存されているフP一ベールの『読書ノー
ト』を翻刻し、それに註解を加えているが（『フロ　一一ベールとその未刊行草稿』）、潤沢な想豫力に
恵まれ、「熱に浮かされたような文体」を創作意欲にまかせて、ひたむきに書き続けたフローベー
ルが、1851年以降、「数ページのために数ケ月を、数行のために数週間を」必要とするようになる、
この変貌は「ひとつゐ謎」であると、その序文で述べている。そして、幾つかの原因を推論してい
る。彼の肉体的な失陥。デユ・・カンとブイエによる初稿r誘惑』の酷評。あるいは、彼が職業的な
拘束から時間的に自由であったことが、却って、無柳のフローベールを「完壁と正鵠の悪魔」の虜
にしてしまったのではないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　しかし、これらあ論拠はいずれも外因の一部にこそなれ、直接の成因とはなるまい。・確かに、初
稿『誘惑』の酷評は結果的にプロ　一一ベールに別途の小説様式を志向させることにならたと考えられ
るが、それが直ちにこの「変貌」と結びつくものではない。亦、「自分の時間を思うままに使える
恵まれた境遇」は、何にもフローベールのみに限られた条件でもない。初稿『誘惑』の不評の予先
は、彼本来の過剰に流れ出す想像力に向けられたもので、『ボヴアリー夫人』執筆に際して、いわ
ば彼自身の天性に足伽を嵌められた訳である。加えて、新しい小説の創作動機が友人によって教唆
されたとする説を信ずれば（J・ポミエは『ボヴアリー夫人新考』で異説を唱えている）、正に右
手利きの人が左手でペンを執る難渋と苦闘が、外部から1851年以降のプロ「ベールを囚縛すること
になった。ここに、フローベールの変貌が胚胎さ紅たと考えられる。そうして、デュリーも認めて
いる「フローベールの内にあって時と共に深まり行く、自己の目指しているものについての意識」
が、『ボヴァリr夫人』執筆の過程で、次第に明瞭な輪郭を帯びていくのである。
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　ところで、ジュヌヴィエーブ・ボレームは『フローベールの叙述法』の中で、描写論を展開し、
小説の内で描写の占める位置と役割を明らかにuてい6．。　一・
　フローベール以前の作品に於いて、描写が物語の中に採択されるのは、事件を準備し、事件の成
立を語り、登上人物を読者に提示するためであった。いわば、デコールに「真実性」を与えるため
であり、「ほんの附随的な役割」を果たすのみであったと、まず規定している。ところが、フロー
ベールにとって描写とは、「生の動きの表現」が可能な限り文章によって切磋琢磨されたエキスで
ある。すなわちフローベールが様々な事物を描写することは、そこにi象徴、暗示される感情を読者
に喚起させるためである。云ってみれば、「事物と表裏一体に溶け合った感情」の「分析」であり、
「表現」である。それ故に、描写こそ正に筋や事件に代った「物語性」である。凄惨な彼の努力は、
描写に新たな可能性を与えるための文章実験の情熱であったと論断している。
　フローベールの描写が単に皮相的な意味に留まらず、作中人物（特にエンマ）の「生の動き」を
象徴したものである点、アウエルバッハも明解な論評を試みている。
　＜しかし、エンマに我慢できないのはとりわけ食事の時、ストーブがくすぶり、戸が軋み、壁が
汗をかき、石畳が湿った一一一一一階の小さな部屋でする食事の時であった。生活の苦い味がそっくり自分
の皿に盛られてあるような気がした。そして、蒸し肉の湯気に混って、彼女の魂の底のからうんざ
りするような息吹きが立ち昇った。シヤルルの食事は長かった。エンマは榛の実をかじったり、肱
をついて手慰みにナイフの先で防水のテーブル布に筋をつけたりしていた〉（『ボヴ7リ・…夫入』1
部9章）
　この一節は、トストの絶望的な生活から空間的な飛翔を願うエンマの姿を描いた場面である。ア
ウエルバツハはこの場面のエンマを「ただ見ているばかりでなく、見る者として見られている」人
物として描かれていることを指摘する。この場面の描写が、単に外的な状況描写ではなく、エンマ
の「絶望」という内的な心理を包蔵した描写である。読者は直接に「くすぶったストーブ」や「軋
む戸」や「汗をかいた壁」を見ているのではなく、エンマの眼を通して、すなわち、エンマの絶望
した心を媒体として、映った諸々の様相を眺めることになるからである。それ故に、エンマがスト
ーブや壁を単に見ている人物に留まらず、見る者として読者に見られている人物だと云える。物理
現象にすぎない「蒸肉の湯気」が「うんざりするような息吹き」に映るのは、エンVの「絶望」と
いう色彩のフィルターを透しているからである。
　＜この一節は、食卓にある夫婦を描いた一幅の絵である。だが、絵画的な描写が作者り直接の目
的なのではない。エンマの絶望が中心のテーマであって、この描写もその中心テーマのもとに行な
われている》（『ミメーシス』）
II
　フローベールは自分の「声」が「ドラマチックでもなければ、面白くもない」と云う。彼の1852
～53年代の書簡には、頻りに「事件」の稀薄性を杞憂した口吻が見受けられる。このような初期の
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不安は、従来の小説、殊にすべてが行動と筋のドラマであるバルザツクの小説を念頭に置いている
からである。それでも、やがて彼は混迷と摸索を重ねながら、「自分の声」で歌い始めることにな
る。ボレームも指摘したように、rボヴァリー夫人』に於ける状況描写は、描写自体が目的であり、
小説の生命である。個々の事件と全体の筋を連結する単なる説明と云うより、描かれた状況の中に
含蓄された空間的な拡がりに意味がある。フローベール自身の語る「行と行の合間には沢山のこと
が秘められています。人が最もしみじみと感じていることは、紙の余白に漂うままになっているも
のです。」（書簡、1853年10月25日）が意味するところも、小説の骨格とも云うべき「劇的事件」や
「劇的要素」を多彩に盛ることではなく、その描写に漂う暗示的な世界を構築しようとする彼の意
志の表明と見ることが出来る。それ故、人物や風景の描写は、物語を準備したり、新たな事件の蓋
然性を予示したりするためではない。この意味から、「この小説は波瀾万丈の展開して行く物語と
いうより、むしろ伝記です。ドラマはほとんどありません。」（書簡、1853年6月25日一26日）と云
える。
　ひとつ具体例を挙げて言及すれば、こうである。
　1830年に発表された『赤と黒』に於いて、その冒頭でスタンダールが自然描写を行なう時、目的
は舞台照明の中にまず読者の眼を魅きつけることにある。デコールを準備し、事件の前提を設定す
ることである。逆に云えば、主人公に行動と思考の場を築いてやることである。それ故に、作者の
眼は傭瞳的な位置に据えられ、描かれた世界は説明的な意図を反映し、視野は次第に濃縮されつつ
焦点である主人公の周辺に狭められて行く。ここで濃縮と云ったのは、認識の度合いが深まり行く
と云った意味である。例えば、第一章で舞台設定として「ヴェリエールの小さな町」が描かれる。
読者はこのフランスの一地方の展望、自然と町の様子を識らされる。亦、識らすために描かれ丁い
る。次の章では、町の代表者とも云うべき「町長」が紹介される。三章では「アペール司祭」が。
そして、この町のふたりの有力者の関係が。四章に入ると、まずジユリアンではなく、彼の父親が
現われる。彼はまだ附随的な人物でしかない。その内に、レナール夫人の姿が浮かび上がり、章を
追う毎に、ジュリアンは主人公の位置に昇り始める。すると、読者の眼には、ヴエリエールがもは
や単なる平凡な「小さな町」ではなくなって来る。第一章では一枚の絵葉書にすぎなかつたこの町
が、主人公の恋人の夫が行政権を握った土地であることを認識する。ジュリアンを見出し、町長夫
人に近づけた老司祭が「鉄のような健康と性格」を保ち続けているのも、この町の「山の清浄な空
気」のおかげである。正にジュリアソが主人公になれたのは、「八十歳」の老司祭が健在であれば
こそである。後半、彼を死に導く運命が萌芽するのも、この「小さな町」なのである。
　読者の視線は、物語の舞台であるヴェリエールの認識の度合いを深めながら、いわば凸レンズに
小説世界を集約しつつ、焦点である主人公の上に狭められて行く。すなわち、風景や人物の描写は、
ドラマの成立を語り、デコールに照明を投げかけ、人物を読者に位置付ける。従って、物語の展開
を読老に期待させる使命を帯びている訳である。描写それ自体には、単独的な使命が無い。問題は
動きのある筋であり、’ドラマなのである。
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　しかし、フP一ベールに於いては、筋やドラマよりも描写自体が一個の生命である。個々の事件
と全体の筋の時間的な関連よりも、描かれた状況の中に空間的な拡がりを「歌った」生命なのであ
る。
　ジャン・ルーセは次のように論評している。
　＜事件よりもその意識内での反映を、情熱よりも情熱の夢想を好むこと、筋の代りに筋の不在を、
あらゆる現存の代りに空虚を置き換えること、これこそフローベールの天才の本質である。フロー
ベールの芸術の勝利はその点にあるのだ。彼の小説で最も美しいところ、それは通常の小説文学と
似ていないところ、’あの広大無辺な空間である。事件などはない。そんなものはフローべ一ルの手
許でしぼんでしまう6いわば、事件の問にあるもの、あらゆる運動が停止するあの澱んだ空間であ
る〉（『形式と意味』）
　そうして、フローベールが小説の物語性のない部分、すなわち事件や筋の流れに介在する「空
間」に、感動に耐えうる「密度」を充当できたことは「奇蹟」であり、この点にこそフローベー（レ
の「最も新しい性格」と「最も深い独創性」があると結論している。
　フP一ベールは｛作中人物の主観的な眼（例えば、前掲の夕食場面ではエ7マの絶望の眼）を通
して自然を描写し、そこに暗示された想念をある方法で持続させることによって、劇的要素の欠け
た小説に、読書に耐えうる感動を織り込もうとする。ある方法とは、すなわち反復である。．
　＜シャルルはエシマの爪の白さに驚いた。艶やかに光って、先が細く、’ディエップの象牙細工よ
りきれいに磨かれ1先尖りに切ってあった》（1部2章）
　この描写はシヤルルの眼を通して成されたものである。彼の視線は、うら若い娘（フローべ一ル
の残した草稿から算定すると、十九歳くらい）の「爪の白さ」に向けられる。「白さ」とは、「爪
の手入れをするために一ケ月にレモン代を四十フラン支払い」（2部7章）とあるように、その種
の化粧法から生じた酸化現象なのであろう。この女の綺麗な「爪」が、シャルルに’「象牙⊥を連想
きせた訳であるが、澗題は、その印象が一一般的な象牙のイメージから起こったものではなく～「デ
ィエップの象牙細工」から想起されている点である。と云うのは、妻のエロイーズは以前「ディエ
ップの執達吏の未亡人」であり（1部1章）、彼との再婚の際に象牙細工一亡夫の思い出の品だ
つたのか、あるいは、只の装飾具だったのか一を持って来たのであろう。万事に細かく几帳面な
妻が、おそらくこの象牙細工を掃除ゐ度に磨いている姿を、シャルルは日常生活の中で見ている訳
である。そこでs・エンマの爪の白さに、思わず妻の手の中で磨かれていた象牙細工を連想したので
ある。全体、シヤルルは想像力の乏しい男であるが、ここにも彼の想豫力の卑近さが顕れている。
　同様に次の描写を引用することが出来る。
　＜窓と暖炉の間で、エンマが縫物をしていた。彼女は肩掛けをしていなかった。で、あらわな肩
の上に小さな汗粒が見えた〉（1部3章）
　妻の死後、シャルルの農場通いが再び始まる。ある夏の昼下り、彼はエンマを訪ねる。まず彼の
視線が止ったのは、彼女の「あらわな肩」である。草稿によると「8月の終り」であるから、エソ
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マが「肩掛け」をまとっていないのは当り前のことで、不思議はない。が、シヤルルの眼には異様
な風采として映ったのである。ここでも、彼の網膜にはエロイーズの姿が残つていたのである。
　＜後家さんあがりの妻は痩せて……、年がら年中、黒い小さなショールをかけ、その先を肩脚骨
の間から垂らしている〉（1部2章）
　「年から年中」ショールを掛けた妻の姿を見慣れ、その妻の死後、引籠りがちな生活を送ってい
たシャルルは、ふと若い娘の肉付きのよい肩に、しかも「あらわな肩」にふき出した「汗粒」に、
新鮮な発見の喜びを感じるのであった。（シヤルルがエソマに魅かれて行く過程は、’若い女の美し
さの発見として描かれている。そのために、作者はシヤルルを正反対の環境にまず設定している。
この男を取り巻く女たちは、母親、再婚の妻、老女中、いずれも既に女性の色香を失った者ばかり
である。）
　こうして、ひとつの描写の背景に田舎医者の日常生活の一端を、読者は読み取ることが出来る。
もはやとの情景は単なる瞬時的な描写でなく、その背後に暗示された小説世界が拡がり、云ってみ
れば二重焼付けの写真の効果を生み出している。
　このように、フPrベーノyはひとつの「素材」を作中人物の視点から描くことによって、人物の
心理や意識を読者に伝える。そして、その主観的な色彩を帯びた素材を反復することにより、読者
の記憶を蘇らせ、．認識に厚みを加えて行くのである。
　＜色彩を積み重ねて描く、しかも派手な色調にならないよう’に描ぐということは、並大抵の業で
はありません〉（書簡、1853年1月15日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　と語る言葉がで彼の営々たる努力の意味を明かしている。
’J・P・リシャールは「食事の場面」を、レオン・ポップは「窓」を、ルーセは「馬車］・を、M・
J・デュリーは「川」を、フローベールの作品中に繰り返して描かれている事物として指摘してい
る。異口同音に唱えられたこの発見は、偶然にも個々の対象を違えて一致している。確かに、フP
一ベールの作品中には、ひとつの素材が何度も繰り返し描かれている。フローベニルはそれを意図
的に行なっている訳であるが、ひとつの非感情的な事物を人物の眼を通して何度も描写することに
よって、丁度、残像現象のように、その人物の内的世界の変遷を、読者の意識の中に植えつけて行
く。例えば、「庭」の描写を挙げることができる。（rボヴァリー夫人』には、・「窓」と並んで「庭」
の描写が多く散見される。二十一ケ所。）
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　＜庭は細長く、杏子の木を一面に這わせた粗壁に挾まれて、茨の生垣の所まで至り、その先は畑
になっていた。真中に、スレートの日蒔計が石の台座の上に据えてあった。負弱な野バラを植えた
拒壇が四つあって、それらがごく実用向きの野菜を植えた正方形の畑をい上下左右取り巻くように
対称させてあった。一番奥には、栂の木蔭で祈濤書を読む坊様の石膏像が立っていた〉（1部5
章）　　　　　　　　　’　　　　　　　　・　　　．
一5一
　ここに引用された場面は、エンマがトストに嫁いで来たばかりの頃である。まだ読者はエンマが
いかなる女かも、トストが彼女にとっていかなる世界かも識らされていない。エンマにとってもト
ストは未知の場所なのである。ルーセも云うように、一枚の借家現状書とも云うべき表面的、客観
的な描写である。そこには、幾分か先妻の人柄を偲ばせるものもある。そこで、エンマは「日時計
の回りにベンチを並べ」、「魚を飼う噴水池」を造らせる。全体、エンマの性格には予め決定された
「幸福を生む場所」が存在するという信仰があって、現在の生活の改善努力よりも、そこへ自己を
適合しようとする偏向がある。従って、絶えず「幸福」を求めて空間的な飛翔を試みようとするこ
とになる。その意味で、ロドルフとの関係を清算し、鰐足手術の成功によってシャルルとの現実生
活を立て直そうと努力する時期（2部11章）と並んで、この頃のエンマの姿には、例外的な現実即
応の態度が見受けられる。「燭台のガラス・カバー」を取りのけたり、「壁紙」を貼り替えたり、
来客用のフィンガー・ボールを買った方がよいなどと夫に提案したりする。日常の生活に先妻の影
を拭い取り、再婚の、しかも年長の夫との現実生活を改善しようと努める姿勢が窺われる。
　しかし、エンマの努力は努力でしかなかった。退屈な生活、同じ無為の日々の繰り返し、「単調
な食事の後で決まりきって出るデザーF」のような夫の平凡な愛の言葉。彼女はシャルルとの結婚
そのものを疑い始める。
　＜エンマは小さなグレイハウンド犬を散歩に連れて行った。と云うのは、しばらくの間ひとりき
りでいたいから、埃っぽい街道に面していつも変りばえのしない庭をもう見たくないから、彼女は
時々外に出るのだ〉（1部7章）
　「埃」をかぶった「変りばえのしない庭」は、エンマの眼に映ったシヤルルの姿でもある。夫の
物足らなさは、夢想と追憶の中に彼女を埋れさせて行く。「都会」の喧騒や「劇場」の華やかな空
気　「修道院」の友だちや「賞品授与式」のことなどが、走馬燈のように駆け巡る。でも、ふと現
実に立戻った彼女は、「しかし、これが自分の一生で一番いい時なのだ、人のよく云う密月なの
だ」と、自分を宥める。
　こんなある日、エンマの生活に「異変」が起こった。舞踏会の招待である。この舞踏会の体験は、
エソマの運命を決定付けたと云える。ヴォビエサールから帰ったエンマの眼には、凡てが変貌して
見え始めたのである。
　＜その翌日、一日は長かった。エンマは小さな庭を散歩した。同じ小径を行ったり来たり、花壇
の前、果樹培の前、坊様の石膏像の前などで立ち止まり、よく識っている昔ながらのこれら凡ての
物に、驚きの眼を見張るのであった。舞踏会がもう遠いことのようだ！　一昨日の朝と今日の夕方
を、一体何がこんなにも遠く隔ててしまったのだろうか。ヴォビエサールの旅行は、時に嵐が一夜
のうちに山に大きな亀裂を入れるように、エンマの生活に穴をあけてしまった〉（1部8章）
　舞踏会の体験にょうて、彼女のぼんやりした不満はその輪郭を深め、現実との比較は一層その不
幸を浮彫りにした。エンマは諦めた。が、「靴底」に残った無踏場の「床の蝋」のように、心の奥
に「いつまでも消えない何か」が刻み込まれたのである。途中の道で拾った「葉巻き入れ」が、シ
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ヤルルには物質的な嗜好の対象となったのに比ぺ、エンマにとっては「子爵」の形見、夢と憧れの
偶豫となるのであった。彼女は、そこに夢想の世界を繰り拡げる。婦人新聞や流行雑誌を講買予約
し、初演の芝居、夜会などの行事を耽読し、新しい流行を身につけ、恋愛小説の中に自分の欲望を
重ね合うのである。亦、年老いた女中を解雇した後、御し易い少女を雇い入れ、「上流風に」教育
したり、「朝ごとに馬の世話をしに来る駅宿の若い男」を「お小姓」に見立てたり、実際に彼女の
夢想の世界を演じてみる。こうして、一年後の舞踏会の招待を待ち暮すのであった。
　しかし、息の詰まるような思いで、指折り待ち望んでいた無踏会の招待状が、翌年は来る由もな
かった。エソマの心は再び空虚に陥る。舞踏会の味を識ったエンマの絶望は、一層具体的な欠如感
となって、現実の生活を照し出す。現在は「未来の真暗な一本の廊下」である。しかも、「その奥」
は「扉がぴったり閉ざされている」。
　＜天気の好い日は、エンマは庭に降りた。露がキヤベツの上に銀色の糸レースを張り、白く長い
糸がそれからそれへと延びていた。鳥の鳴き声も聞こえず、菰をかむった果樹塙も、塀の屋根の下
に病んだ蛇のように見える葡萄の木も、凡てが眠っているように思われた。塀の下に近寄って見る
と、肢の沢山あるわらじ虫がぞろぞろ這っていた。生垣のそばの栂の木立には、三角帽を被って祈
薦書を読む坊様像が、右足を失い、そればかりか凍てのために石膏がはげ落ちて、顔の上に白い済
癬ができていた〉（1部9章）
　この庭の描写はエンマの眼を通して描かれたもので、二年前の庭とすっかり変貌してしまった様
子が、そのまま彼女の絶望を物語っている。彼女の眼には、「葡萄の木」が「病んだ蛇」に映り、
自然は「凡てが眠っているように」思われるのである。これまで気にも留めなかった些細な物まで
が、彼女の眼に嫌悪や醜悪の様相を帯びて迫って来る。凡てはうらぶれ、「右手を失い」・「石膏の
はげ落ち」た坊様像のように、欠如し破損してしまった。尚、この坊様の石膏嫁は後ほどヨンヴィ
ルへ転居の途中、荷車から落ちて舗道の上でこなごなに壊れてしまう運命にあるのだ。
　エソマはもはや嫌悪と絶望の色彩でしか現実を見ない。毎朝決まって同じ時間に庇窓を開ける、
しかもいつも同じ黒い帽子を被った「小学校教師」に、亦、職業的な行詰りを感じ将来の見込み無
さを嘆きながらも、店に来る客を待っている「床屋」に、自分の姿を見い出すのである。
　エンマは家事にも、自分の身の回りにも一切構わなくなった。妊娠徴候も加わって、「気むつか
しく、気紛れ」になった。将来の無い現在はもはや意味を失っている。エンマはトストの生活から、
蝉が殻から脱皮するように抜け出ようと願う。これはエソマの特徴的な性格の顕れなのであるのだ
が、彼女は常に空間的な飛翔によって、幸福の転換をはかろうとする。
　エソマにとって、新転地ヨンヴィルは「幸福を生む場所⊥すなわち恋愛のために「予め用意さ’
れた土地」でなければならなかった。トストの生活が不幸であった分だけ、おそらくヨンヴィルの
村で幸福がもたらされるだろうと願っている。つまり、エンマはこう考える。「幸福」というもの
は、丁度、高山植物や熱帯植物が特殊な環境にしか繁殖しないように、予め用意され決定付けられ
た環境にしか存在しない6その獲得は現実生活の努力ではなく、’ u幸福を生む場所」へ自己を適合
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させることにある。逆からいえば、現在自分が不幸であるのは「幸福」を生むべき環境に暮してい
ないからである。兎も角、これまで自分には、生活の場が変る度に「新しい局面」が開かれて来
た。だから、せめてトスト以外の土地へ自己を空間移動させれば、幸福の第一歩に繋がるかもしれ
ない。　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　．　　　　　　　　　・　　　　　　L一
　トストでiンマの変貌を心理的に暗示して見せた「庭」は、ヨンヴィルでも彼女の心と共に変遷
を重ねて行く。トストでは専ら庭の内部の様相が描かれたのに対し、ヨンヴィルでは庭から眺めた
自然描写が多くなっている。エソマの視線が外に向かったことの証拠で、彼女の恋愛の行動性を裏
付けている。
　夏の夜は「青葉棚の下で」、昼は「木蔭で」エンマと青年レオンが恋を語る庭は、川のせせらぎ
が聞え、甘美で静寂な雰囲気を醸し出している。ところが、ロドルフとの逢引きの場となった庭は、
激しい情熱と肉欲の匂いが立込める。冬の極寒の中で必死に男の肉体をかき抱き、男の身体の温も
りまで奪い取ろうとするエンマの姿さえ思わせる。
　ところで、駈落の決行の前々日、庭の築山からエンマの見る世界は、この小説中もっとも詩情盗
れる美しい描写で高められている。
　＜月はまんまるく紫がかって、牧場の向こうの地平線にすれすれに上っていた。月はポプラの枝
の中にすうっと昇る。すると、それらの枝木が穴のあいた黒幕のように月の面をとごろどころ隠す
のだった。やがて、月は雲ひとつない空に現われ、真白な輝きで照りはえた。その隊月は歩みを
緩め川面に大きな影を落し起。影は無数の星となって散った。，そうして、この銀色の光は鱗きらめ
く無頭の蛇のように、水底までうねり込むように思われた。それはまた、鈷けたダイヤの雫のした
たり落ちる不思議な枝付燭台にも似ていた。心地よい夜がふたりの回りに拡がっていた。影のとば
りが木の葉の茂みに満ちていた。モンマは半ば眼を閉じ、’そよぐ涼しい風を大きな溜息と共に吸い
込むのだった。ふたりは溢れる夢におぼれただよい、言葉も交わさなかった。’昔の愛情がそばを流
れる小川のように豊かにしめやかに、バイカウッギの花の香から伝わるような気だるさを込めて、
ふたりの心に戻って来た。そして、草葉の上にのびてじっと動かぬ柳の蔭よりも、もっと長く哀愁
の影をふたりの追憶の内に投げかけるのであった。．しばしばハリネズミかイタチか、夜行性の動物
が餌を漁って木の葉を騒がせた。また時折り、熟れた桃の実が果樹培からひ．とりでに落ちるのが聞
こえた〉（2部12章）
　駈落をPドルフと誓い合ったエンマは、幸福の極みに胸を躍らせる。彼女の夢の悲願達成であっ・
た。彼女を苦しめていた現実の些事は、もはや幸福の極致から発する光明の中に不快の色を没して
しまう。エソマは凡てに寛大になる。彼女の心は「素晴らしい詩的な天空の中を」舞い飛ぶのであ
る。　　　　　　　　　　　　　　一
　エンマは夢想の世界を、あらゆる感覚器官を働かせて、眼の前に拡がった現実の世界に照射す
る。果して、エンマの感受性にこれほど詩的な能力があったのか、却って読者は驚くばかりであ
る。（この点については、アウエルバッハが明晰な論証を『ミメーシス』で展開させている。「エ
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ンマがそんな風に感じていることは確かだ。だが、このようなことを実際に云おうとしても、．エン
マにはできそうにない。彼女にはっきりと自分の内心を説明するだけの知力もなければ、冷静な自
己省察の誠実もない。」「すべてエンマの口から感情的に語られるのではなくて、作者によって計画
どうりに語られるのだ。」）
　この場面は詩情あぶれる澄色の絵画を思わせる。想豫力の豊かな筆致によって、自然のあらゆる
物がエンマの五官をくぐり抜けて、幸福の色彩を帯びて来る。
　まず、視覚的である。月光に浮かび上がった淡彩な色調であるにもかがわらず、潤沢な色彩の世
界となっている。「紫がかった」月が「黒い」ポプラの枝を通して、天空に昇り、晴れ渡った空で
は「真白」に見える。川面に映ったその光は「銀色」に輝く。そして、そこには「ダイヤ」や「燭
台」のきらびやかなイメージが重ねられている。一方、対比的な闇の中では、視覚に代って聴覚が
働かされている。夜行性動物が暗い木の葉を揺ったり、桃の実が熟し切ってぽたりと落ちる音が聞
えて来る。そうして、「半ば眼を閉じ」たエンマの触覚は、・風の快い涼しさを肌で捕える。亦、嗅
覚に「バイカウッギの花の香」1を偲ぽせるような物憂い気怠さを、同時に彼女は覚えるのである。j
　こうして、物云わぬ彼女の唇に代って、眼の前に拡がった感覚的な世界が、彼女の心を物語る。
彼女の胸で鼓動する幸福の響きが、「そばで流れる小川」のせせらぎの中から、読者の耳に聞こえ
るのである。亦、読者の眼は「草葉の上にのびてじっと動かぬ柳の蔭」に、エンマの息をひそめて
追憶に耽けるメランコリックな姿を見る。そうして、「桃の実」がしじまに落ちる小さな音に、彼
女の幸福に息を詰めて時折り吐く「溜息」を聴くのである。・　’．　　　　　　　，　一
　この場面に描写された庭の象徴性は、3部6章のやはり層秋の庭（エンマが自殺する半年ばかり前
である）と比べると・一層はっきりする・碑？の描写の間欝か棚騨成さち読者の眼に変
貌の印象を強く焼き付ける。珍らしくシャルルの側から描かれ、しかも、それまで庭から外に向け
られていた視線が、再びトストの場合と同じく庭の内部に移行されている。
　＜夕食鋒、御まひとりで庭を散歩した。膝の上にベルトを鞄き上げ、医学新嗣を拡げで娘に読み
方を教えてやろうとした。この子は今まで勉強ということをしたこともないので、やがて悲しそう
な眼を大きく開いて、泣きだしてしまった。そこで、父は子供を慰めてやるのであった。如露に水
を汲んで来て砂場に川を作ってみせたり、イポタの木の枝を折って花壇に木を植えてやったりし
た。こんなことをしても、雑草の高く生茂った庭はどう悪くなるというこどもなかった。レチブー
ドワには日雇い賃が随分借りになっていた。その内に、子供は寒くなって母を慕った。
　「ねえやをお呼び。いい子だから、ママはうるさくされたくないんだからね。」と、シャルルは
云った。
　秋の初めで、もう木の葉が散りはじめていた。一二年前、エンマが病気だった時と同じよう
に。　　　体、いつになったらこんなことが終るのだろう。そして、シャルルは背中に手を組んで
歩き続けた〉（3部6章）
　読者は同じ秋を描いた対照的なふたつの庭の様相を見て、現象的な変化と云うより、そこに暗示
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されたエソマの内的世界の変貌をはっきり印象づけられよう。
　以上に見て来たように、ひとつの素材が繰り返して描写されることによって、人物の心の変遷が
読者の眼に植え付けられる。それ故に、読者の意識の中には、ひとつの素材がその度に心理的な色
彩を幾重にも加えながら、次第に混色されたイメージを深めて行くことになる。（ここで、色彩と
いう言葉を用いたが、実際に、フローベールは『サラソボー』でに緋色を、　『ボヴァリー夫人』で
はわらじ虫のような灰色の色調を表現したかったと、ゴンクール兄弟に語っている。）
　＜この小説でぼくが懸念していることは、面白い要素の乏しい点です。事件が欠けているので
す。ぼくとしては、想念は事件だと主張したいのですが。想念で興味をそそる方がより難しいこと
は解っています。が、それならば文体が悪いのです〉（書簡、1853年1月15日）
』ルイーズ・コレに吐くこの確信は幾分気負ったところもあるが、兎も角、フローベールは読者の
小説的興味をドラマチックな筋立てに代えて、想念によって満たすことが出来ると信じている訳で
（少なくともそれを目指した訳で）、彼の1851年以降の凄惨な努力は、その文体の探究と研磨にか
けられたと云えよう。
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